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【研究の背景・目的】 
私達の視覚は「視覚の二元説」として知られる

ように、２つの要素から成り立っている、すなわ
ち、網膜に存在し、光を検出する細胞である視細
胞に２種類有り、薄暗いところ（暗所）で働く桿
体と、明るいところ（明所）で働く錐体とがある。
桿体と錐体とでは光に対する応答特性に違いがあ
り（図１参照）、その違いのために暗所と明所と
ではものの見え方が違う。また、桿体と錐体とで
は細胞の形態（図１）や発生、また、エネルギー
代謝に違いがある。本研究ではこれら、桿体と錐
体とで異なる機能および細胞の構築や機能維持メ
カニズムの違いがどの様な分子基盤に基づくのか
を明らかにしようとするものである。 

 
図１ 桿体と錐体の違い。 

(A) コイ桿体（左）と錐

体（右）。(B)持続時間数

ミリ秒の種々の強度の

フラッシュ光に対する

光応答の重ね書き。桿体

（左）と錐体（右）から

の記録。 (C) (B)から得

た、光刺激強度と応答の

振幅の関係。左：桿体、

右：錐体。 
 

 
【研究の方法】 

これまで、精製した錐体を大量に得ることが出

来なかったが、私達の開発した方法により、コイ

網膜を使い、桿体と錐体の比重の違いを利用して

錐体を精製することが可能になった（図２）。この

ような試料を使い、生化学的な方法によって、桿

体と錐体とでの光応答の発生メカニズムの違いを

比較し、図１に示された光応答の桿体と錐体とで

の違いの分子メカニズムを明らかにする。さらに、 
 

 
図２  比重の違い

を利用したコイ網

膜からの桿体（右

上）と錐体（右下）

の分離精製。 
 
 

 

これまでの私たちの研究で明らかになった、錐体

特異的に発現している蛋白質について、分子遺伝

学的手法や、細胞生物学的な手法を使って、それ

らの機能を明らかにする。 
 

【期待される成果と意義】 
桿体と錐体について、機能上、および、細胞構

築上の差異をもたらす分子基盤が明らかになる。
このことにより、私達の視覚の機能メカニズムの
うち、視細胞レベルでの理解が格段に深まる。こ
れまでの視細胞の研究はほとんど桿体で行われて
きたが、我々の日常生活での視覚感覚はほとんど
錐体の活動に依存していることから、その理解が
深まり、私達の日常生活での視覚特性、また、そ
れを支える細胞生物学的基盤の理解も進む。これ
により、より実際的な医学的応用や工学的な応用
が可能になると考えられる。 
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